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Future Prospects of Research in Mathematics Education Focusing on
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2. 先行研究  
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表2.1 先進国と途上国におけるMFAの枠組み  
 
出典：Gates & Vistro-Yu（2003）をもとに筆者作成  
 
2.2. MFAに関係する実証的な研究  
経済協力開発機構（Organization for Economic Cooperation and Development：以下、OECD）
が行う生徒の学習到達度調査（Programme for International Student Assessment：以下、PISA）
や国際教育到達度評価学会（ International Association for the Evaluation of Educational 












れらの調査結果を受け、1989年に全米数学教師協会（National Council of Teachers of 
 
図2.1 SESと数学的リテラシー得点の散布図  
 
出典：OECD（2004、p.358）をもとに筆者作成  
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Mathematics：以下、NCTM）は、「学校数学のためのカリキュラムとその評価基準
（Curriculum and Evaluation Standards for School Mathematics）を発表している（NCTM、
1989）。その後も1995年と2000年に同様な評価基準が作成され、社会的公正の実現を数
学教育の目標として位置付けている。そのため、数学教育における社会的公正に関する
実証的な研究が多くみられる（e.g.、Jemes et al.、2008；Lucille、1997；Michael et al.、





















3. Mathematics for Allに向けた数学教育研究の課題  







































付いている（e.g.、Barton & Barton、2005；Barwell et al.、2007；Jamal & Carol、2001；





図3.1 Mathematics for All における分析の観点  
 
出典：Gates & Vistro-Yu（2003）と馬場（2005）をもとに筆者作成  
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ための東南部アフリカ連合の調査（Southern and Eastern Consortium for Monitoring Edu
 cational Quality：以下、SACMEQ）や、フランス語圏アフリカ諸国における学校教育シ
ステム分析プログラム（Programme d’Analyse des Systèmes Éducatifs des Pays de la Co
nfemen：以下、PASEC）およびユネスコのラテンアメリカ・カリブ海地域事務所（Ofici
na Regional de Educación para América Latina y el Caribe：以下、OREALC）によるラ
テンアメリカにおける教育の質評価研究（Laboratorio Latinoamericano de Evaluación de 
la Calidad de la Educación：以下、LLECE）などが知られている（表3.2参照）。これ  
 
表3.1 TIMSSとPISAの参加国数の推移  
 
出典：TIMSSおよびPISAのホームページより筆者作成  
年 国・地域数 年 国・地域数
1995 45 2000 43
1999 38 2003 41
2003 54（4） 2006 57
2007 67（8） 2009 74（3）



















































     **は、タンザニア・バンジバル島である。
     ***は、メキシコにあるヌエボ・レノン州である。
    （ ）内は、調査が実施された年。
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共通項目計画によるテスト間では、項目反応理論５）（ Item Response Theory：通称、 IR
T）と呼ばれる現代テスト理論を適用すれば、テスト得点を同質のものとして扱える。  
 
表3.3 PISA2003における13種類のブックレット（テスト）の構成  
 
出典：OECD（2005）をもとに筆者作成  
項目群1 項目群2 項目群3 項目群4
30分 30分 30分 30分
1 M1 M2 M4 R1
2 M2 M3 M5 R2
3 M3 M4 M6 PS1
4 M4 M5 M7 PS2
5 M5 M6 S1 M1
6 M6 M7 S2 M2
7 M7 S1 R1 M3
8 S1 S2 R2 M4
9 S2 R1 PS1 M5
10 R1 R2 PS2 M6
11 R2 PS1 M1 M7
12 PS1 PS2 M2 S1




     S：科学的リテラシー項目群（S1とS2の2項目群）
       R：読解力項目群（R1とR2の2項目群）
       PS：問題解決項目群（PS1とPS2の2項目群）
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4. まとめ  
 本稿では、MFAの視点から数学教育研究の課題に焦点を当てた。まずMFAに関する先
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